
C YM K

vol.272

２
０
１
８
年  

冬
季
号

平
成
三
十
年
一
月
一
日

東北電気保安協会の情報は
携帯サイトでもご覧いただけ
ます。

電
気
と
保
安

発
行
所
　
仙
台
市
太
白
区
あ
す
と
長
町
三
丁
目
二
番
三
六
号
　
一
般
財
団
法
人
東
北
電
気
保
安
協
会

印
刷
　
㈱
ソ
ノ
ベ

http://www.t-hoan.or.jp/http://www.t-hoan.or.jp/

一　　般
財団法人

vol.272

2018

冬季号

http://www.t-hoan.or.jp/

一　　般
財団法人

波及事故を防止しましょう！
設備の
点検
Point

お客さま
対談 「日本製乳株式会社」 さま電気安全セミナーのご案内

無料で実施しております

お客さまが、正しい電気の取扱いを学び、職場の電気事故を防止するための職場内
講習会です。

協会職員がお客さまの事業所に出向いて、無料で実施いたします。
講習は、お客さまのご希望に沿ったテーマについて、テキストやDVD、パソコン等を
使用し実施いたします。
開催は平日のみですが、お時間はお昼休みも含めお客さまのご要望にお応えいたし
ますので、お気軽にお申し付けください。

電気安全に対する意識向上につながった
省エネルギーの大切さが理解できた
季節にあった設備の点検ポイントがわかった
電気室で作業するときは保安協会へ事前に連絡することが
重要だとわかった

電気安全セミナーとは

電気安全セミナーの内容は

★ 参加されたお客さまの声から

各種資料・DVD等を用意しております セミナー風景

電気安全セミナーのご案内
～無料で実施しております～
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「後烏帽子岳から望む屏風岳」（宮城県）
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撮影者
福島事業所　加藤　和一

後烏帽子岳は、えぼし蔵王スキー場の背後
にある山で、山頂からは蔵王南部の山々が広
がり、中でも屏風岳が眼前に迫ります。屏風
岳は、宮城県の最高峰、蔵王連邦中第２位の
標高1,825mを誇り、東面がすっぽりと切れ
落ち、衝立のようになっています。仙台市街
からも白銀に輝く「屏風の壁」を望むことが
できます。

山形自動車道
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謹んで新年のご挨拶を申しあげます。
皆さまには、良き年をお迎えのことと心からお慶
び申しあげます。
また、平素から、私ども協会に対し格別のご愛顧
とご理解を賜り、厚くお礼申しあげます。

さて、わが国経済は、2012年12月に始まった今の
景気拡大の長さが高度成長期の「いざなぎ景気」を
超え、各種政策の効果もあって、引き続き改善して
いくことが期待されています。
一方、東北経済は、雇用・設備投資・個人消費な
ど全体としては緩やかに持ち直しが続いている傾向
にあります。

弊協会は、現在、一般のご家庭を中心とした定期
調査業務のお客さま数は年間約145万件、ビル、工
場などの電気保安管理業務のお客さま数は約5万4千
軒になっておりますが、これもひとえに、皆さまの
温かいご理解とご支援の賜物と心から感謝申しあげ
ます。

本年も、引き続き、自家用電気設備の確実な点検
を行うとともに、24時間の監視及び迅速な事故応動
により、効率的で、かつ、確実な「電気保安サービ
ス」を提供して参ります。
その取組みとして、電気事故の受付を集中して行
う「電気事故受付センター」では、お客さまからの
お問合せを24時間365日直接受付する体制により、
迅速なお客さま対応をご提供できるものと考えてお
ります。

また、事故の原因となる不良設備が発見され、改
修が必要な場合には詳しくご説明し、具体的な改修
方法をご提案させていただきます。

今冬の電力需給については、10年に1回程度の厳
寒を想定してもエリア間の市場取引等も考慮して必
要な予備率を確保できる見通しであることから、国
からの節電要請はなされておりません。
しかし、発電所における電源脱落等の想定外の事
態や、近年見られる気候変化による電力需要の急激

な増加など、不測の事態により需給が逼迫するリス
クはあるものと考えられることから、省エネルギー
の実践が必要となっています。

そのような中、弊協会では、空調機の運転を止め
ることなく消費電力を削減できる「空調機自動負荷
制御システム」やスマートメーターのＢルートを活
用した「エネルギー監視サービス」のご提案を行っ
ております。
また、省エネルギーを支援するため、専門的知識
を有するエコパートナーによる省エネのご提案もさ
せていただいておりますので、お問い合わせをお待
ちしております。

新エネルギーの分野では、再生可能エネルギー特
別措置法が施行された後、増加した太陽光発電設備
の安定した稼働が必要であり、保守管理が重要に
なってきております。
弊協会は、これらに対応し、職員の技術レベルの
向上のため、協会所有の技術研修用太陽光発電設備
にて研修を行い、安全確保はもちろん発電性能を長
期にわたり維持するための効果的な保守サービスの
充実に努めることとしております。

さらに弊協会は、電気を安全にお使いいただくた
めに、お客さまの事業場に伺って開催しております
「電気安全セミナー」や地域で開催されるフェアへ
の出展など、電気保安を通じて地域社会と協調しな
がら企業の社会的責任を果たすさまざまな活動を
行っております。
このような取組みを、より一層充実させて参りた
いと存じますので、これからもご活用いただければ
幸いです。

今後とも、お客さまの声を大切にし、お客さまか
ら、より強い信頼を持っていただき、ご期待に最大
限にお応えできますよう、役職員一同、更に精進し
て参りますので、本年も引き続きご愛顧のほどよろ
しくお願い申しあげます。
年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝を心から
お祈り申しあげ、新年のご挨拶とさせていただきます。

年頭のごあいさつ

一般財団法人東北電気保安協会　理事長　森下　和夫
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創業100年におよぶ古い歴史

坂本：大正８年（1919）の創業ということで、ほぼ
100年近くにわたる歴史になりますが、創業
当時のお話やその後の経緯についてお聞かせ
ください。

本間：創業者は、明治９年（1876）二
に

井
い

宿
じゅく

村
むら

（現高
畠町）生まれの梅津勇太郎という人物です。
地元では小学校の副読本に載っているような
郷土の偉人の一人です。明治29年19歳の時に、
酪農振興を目指して時の農商務省に国有林の
払い下げを嘆願し、宮城県七ヶ宿に牧場を造
成しました。農家の繁栄のためには畜産も一
緒に併せて行う「有畜農業」が必要と考え、
牛を飼い始めたのがそもそもの発端でした。
明治45年（1912）には製酪事業を開始し、大

正３年（1914）に粉ミルクの開発に成功した
と伝わっています。
大正８年（1919）には、高畠町に工場を造り
地元酪農民100％出資により日本製乳が設立
され、粉ミルクの製造販売を開始しました。
ただ当時は、直接粉ミルクを製造する機械が
日本にはなく、練乳を原料にして、それを濃
縮させたせんべい状のものを細かく砕いて粉
ミルクとしていました。
さらに加糖した練乳を乾燥させたものを、�
「ミルクケーキ」と名付けて新しい商品とし
て売り出すとともに、粉ミルクの製造方法を
「遠心乾燥法」という当時としては画期的で、
今現在も使われているような乾燥方法に変
え、「おしどり粉ミルク」という名前で日本
全国に発売を開始しました。

山形県高畠町に立地する
日本製乳さまの本社・工場

今季号のお客さま

山形県高畠町　日本製乳株式会社 さま

　山形県民に昔から愛され、親しまれているお菓子があります。薄い

板状になっていて、パリッと食べたり、なめたり、やさしい甘さのミ

ルク味がなんとも懐かしい。そうです「おしどりミルクケーキ」。山形

を代表するおみやげ品としても人気です。この「おしどりミルクケーキ」

を製造販売しているのが高畠町に本社・工場がある日本製乳株式会社

さま。

　本日は、日本製乳株式会社 本間寿弘社長をお訪ねし、弊協会常務理

事 坂本邦夫がお話しをうかがいました。

東北電気保安協会
常務理事

坂本 邦夫

日本製乳株式会社
代表取締役社長

本間 寿弘さま



3

坂本：酪農振興について時代に先駆けた考え方を持
ち、会社設立後も、いろいろ技術的な追求な
ど業界に先駆けた取組みをされたわけですね。

本間：その後、時代はだいぶ移り変わりますが、進
展してきた乳製品業界の全国展開という流れ
の中で、昭和35年（1960）に森永乳業の資本
を受け入れて子会社となる選択をしました。
昭和36年には山形工場を建設して市乳事業に
参入し、さらに高畠町糠野目工場を立ち上げ
てチーズ事業も開始しました。その後は、森
永乳業の全社的な再編で、市乳事業は森永の
仙台工場に集約され、バター・粉乳など乳製
品事業は、福島・郡山工場に集約されます。
日本製乳としては平成20年（2008）より、創
業の地である高畠町に本社・工場を構え、ミ
ルクケーキとチーズを中心に製造販売してい
るという経過です。

名前に助け合いの思いを込めて

坂本：日本製乳さまの商品と言えば「おしどり粉ミ
ルク」や「おしどりミルクケーキ」など「お
しどり」という名前がブランドになっていま
すが、名前の由来はどういうことだったので
しょうか。

本間：創業当時は、そもそも粉ミルクというもの自

体がほとんど知られていない商品で、地元で
売ろうにも売れない、それならいっそ東京銀
座から粉ミルクを広めていこう、もっと日本
中に広めていこうという計画にした、と聞い
ています。製造は日本製乳で行い、販売は東
京銀座の長井越作商店にお願いしたという事
業でした。この時に、生産者と販売者が一体
になり、助け合い精神をもって日本全国に新
しい粉ミルクというものを広めていこうじゃ
ないかという思いを込めて「おしどり」と名
付けたというわけです。

坂本：なるほど、生産者と販売者のお互いの絆とい
うことですね。

本間：そうです。そのような絆を大切にする気持ち、
助け合い精神は、現在に至るまで当社の中で
伝統的に受け継がれています。東日本大震災
の時には、森永乳業との連名で、非常食とし
て簡便なミルクケーキ２万5,000袋を支援物資
として高畠町に寄贈し、被災者に届けました。

坂本：少し甘くて栄養もあって、さぞ喜ばれたので

みんなに愛され続ける郷土のお菓子は
時代に先駆けた発想と製品づくりから生まれた

主力商品「おしどりミルクケーキ」。定番のミルクのほか、ブルーベリー、
さくらんぼ、ラ・フランスなどさまざまな味がある

昭和の初め頃、画期的な製法
で販売された「おしどり粉ミ
ルク」。手前は「おしどり純良
バター」

創業当時の工場内部
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はないでしょうか。ふだん商品を買っていた
だくお客さまとの関係も、もちろん大切な絆
ということですね。消費者ニーズの把握は
メーカーにとって重要なポイントと思います
が、商品の開発でご苦労されていること、あ
るいは喜びを感じられたことなどあればお聞
かせください。

本間：商品の開発は、専門のスタッフがいるわけで
もなく、自分たちでアイデアを出し合い、試
行錯誤しながらこれまで行ってきました。う
まくいかなかったケースも数多くあります
が、おかげさまでお客さまにご好評をいただ
いた時には、ほんとうにうれしいものです。
直接に消費者の皆さまと接する機会は少ない
ものですから、インターネット販売や電話で
のご注文受け付けの機会などを少しでも活用
して、お客さまの声を集約し、新製品の開発
につなげていきたいと思っています。

誠実な社業で地域に貢献

坂本：食の安心安全、環境についても非常に力を入

れて取組まれていると伺っていますが、その
取組みについて教えてください。

本間：食の安心安全への取組みについては、親会社
である森永乳業のシステムを取り入れ、ＨＡ
ＣＣＰ（危害分析重要管理点）からさらに発
展させたＭＡＣＣＰ（森永乳業グループの管
理システム）を導入して厳重な安全管理・品
質管理に取組んでいます。環境についても、
当社を含め森永乳業の全グループ会社が「Ｉ
ＳＯ14001」を取得し、毎年目標を掲げて取
組みを継続しています。どんなシステムも
作って終わりということではなく、これを
日々確実に運用していく、そして見逃してい
る弱点や課題のあるところを改善していくと
いうことが大事だと思っています。

坂本：創業以来いつも前向きで、しかも顧客を大切
にする経営姿勢、また品質管理への誠実な取
組みをていねいに続けてきたことで、地域に
とって非常に誇らしい企業として評価される
に至ったものと思います。昭和62年度山形市
「三浦記念賞」（※）、平成４年「山形県産業賞」
の受賞は、その証と言うことができるのでは
ないでしょうか。

本間：当時、森永乳業のグループに入って山形工場
を建設して市乳事業を始めたり、ミルクケー
キの販売量も毎年のように伸びている状況で
したので、そういったことが山形県の産業に
貢献しているとの評価をいただいたのではと
思っています。それから地元の高畠町はぶど
うやワインで有名な食の宝庫でもあり、町内
の良質な産物に対して「たかはたブランド」
を認証していて、当社も認証商品メーカーと

「山形市三浦記念賞」（左）と「山形県産業賞」（右）。
※�山形市三浦記念賞は、公益財団法人三浦新七博士記念会が昭和38年より山形市の産業経済の向上発展に貢献した団体・
個人を表彰しているもの。三浦新七博士は、山形市生まれの経済学者・実業家・貴族院議員

ミルクケーキ２万5,000袋が支援物資として被災者に届けられた
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なっています。町が公式に認証しているもの
ですから、お客さまも安心ですし、私たちメー
カーにとっても事業の励みになります。

安全は人づくり職場づくりから

坂本：御社の長い歴史の中で、創業の地である高畠
町との密接なつながりをもって歩まれている
ということですね。本間社長としての、これ
からの商品開発や経営戦略の方向性などをお
聞かせいただけますか。

本間：「ミルクケーキ」は地元の方に長い間愛され、
山形県のおみやげでも第１位をいただいた商
品です。原料にほぼ100％練乳を使っていま
すので健康にいいですし、とくにカルシウム
の摂取率の面でもお客さまの健康に貢献でき
る商品だと思っています。今後はさらに乳酸
菌を配合した商品など、より健康に貢献でき
る商品を開発したいと思っています。
もう一つは、いま世界中でいろいろなお菓子
が次から次に出てきています。その中で、な
かなか若い人の購買につながっていないとい
うことがございますので、若い人に受け入れ
てもらえるような商品を作っていきたいと
思っています。
ただ、日本の生乳生産量が毎年減ってきてい
る状況の中で、当社商品の原料である練乳の
生産量も日本中で減っています。ですので、
今後は貴重な練乳を大事に使っていくという
ふうにならざるを得ないのかなと思っていま
す。海外の原料を使うというのは考えづらい
ですので。

坂本：「人づくり組織づくりは会社方針。全員が主役、
全員が脇役をモットーに」とホームページに
記されていますが、従業員の方々の働きやす
い環境づくりとして取組んでいることを教え
てください。

本間：やはり安心安全な製品を作るためには、まず
従業員の安心安全、そして快適な職場環境が
土台として必要だと思っています。各種保険・
福利厚生の基本的な制度は、森永乳業とほぼ
同じ制度になっています。慶弔関係や災害時
の給付制度、産休・育休・介護制度、通信教

育や森永乳業での各種の研修への参加など、
社員の自己啓発に対しての支援も行っていま
す。また、改善提案制度を通じて職場での作
業環境や作業効率の改善といったことにつな
がるような取組みも行っています。

省エネの取組みを目指して

坂本：電気の使用にあたって気になっていることや
幣協会に何かご要望はございませんか。

本間：チーズの製造工程において原料製品の冷蔵庫
などがあるため、万が一にも長時間の停電に
なることがないようにというのが基本的なお
願いですが、ただ現在では電力会社の供給の
信頼性はすごく向上していると感じていま
す。当社は乳製品の製造工場の中ではエネル
ギー・電気の使用量は少ない方なのですが、
毎年の省エネは必要だと感じています。とは
言え、なかなか具体策が出てこないところが
ありまして、そこを解決しなければと考えて
いました。

坂本：弊協会は電気保安に限らず、社員の方により
安全に適切に電気を使っていただくためのセ
ミナーや、企業さまそれぞれの状況に応じた
省エネ診断と対策のご提案なども承っていま
す。ぜひお力になりたいと思いますので、い
つでもご相談いただきますようお願いいたし
ます。

本間：ぜひ今後ともご指導いただいて、省エネの取
組みも進めたいと思います。

坂本：本日は、長い歴史を持つ御社の貴重なお話し
をお聞かせいただき、非常に意義深いものを
感じました。ありがとうございました。

地域の環境活動に多くの社員が参加している
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ヘビが侵入して受変電設備（高圧交流負荷開閉器）に絡まったことが原因で全停電
弘前事業所 清水　卓

鳥獣類が受変電設備に侵入することにより、停電
の危険性があることを認識した事例を紹介します。

〔状況〕
９月の末、平日の夜中23時頃、24時間操業してい
るお客さまから「構内が全停電している」と弊協会
に連絡が入りました。当日の出動当番だった私は、
電気事故受付センターから緊急出動の要請を受け、
取り急ぎ同僚より先にお客さまのところに向かいま
した。約１時間後お客さまに到着すると、構内は真っ
暗で懐中電灯を持った従業員の皆さんが待機してい
ました。現場から東北電力（株）に電話をして、配電
線に異常はないことからお客さま構内のみの停電で
あることを確認しました。

〔調査〕
応援者が来る前に、お客さまに停電したときの状
況をお聞きしたところ、「特に変わったことはなく、
突然停電した」との回答でした。まず受変電設備か
ら調査を始めました。外観点検を実施しましたが異
常はありません。次に高圧絶縁抵抗計を用いて高圧
絶縁抵抗測定を実施しました。高圧気中開閉器負荷
側から高圧機器一括測定したところ、2,000メグオー
ムと測定結果は異常を認められません。後に合流し
た同僚と再度、構内第一柱と電気室の二手に分かれ
て受変電設備の外観点検を実施しました。私は構内
第一柱周辺の点検を実施し、同僚には電気室内受変
電設備の点検を実施してもらいました。構内第一柱
周辺及び高圧気中開閉器、高圧ケーブル等には異常
を認められません。しばらくして電気室にいた同僚
から「ＬＢＳ（高圧交流負荷開閉器）にヘビが絡ん
でいる」と叫び声がし、私も電気室に向かいました。
ＬＢＳを見ると、ヘビが焼け焦げた状態でぶら下
がっていました。

〔原因〕
電気室内にヘビが侵入し、高圧交流負荷開閉器に
よじ登り露出している端子部に接触したことによ
り、引込柱設置の地絡継電器が動作し停電に至った
ものです。

〔復旧〕
ヘビを端子部から取り除くとともに、侵入路と思
われる隙間を塞ぎ、午前１時50分に復旧しました。

〔お客さまの声〕
「深夜にも関わらず連絡してから復旧までが早く、
保安協会の迅速な対応で助かりました」と、感謝の
お言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回は、ヘビが電気室に侵入し受変電設備に絡ん
だことで停電し、お客さまは一時的に操業停止を余
儀なくされました。通常の点検時は、受変電設備に
目がいきがちですが、鳥獣類が侵入してくるどんな
小さな隙間も見逃さないようよう確認が必要だとい
うことを再認識した事例でした。お客さまにおかれ
ましても、小さな隙間等を見つけましたら、弊協会
にご連絡をよろしくお願いいたします。

高圧交流負荷開閉器
（※お客さま機器と同様の機器）

ヘビが感電し
ぶら下がっている
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ゲリラ雷雨に見舞われた検査員の１日
大館事業所 畠山 武志

雷雨の中、一日中復旧対応に走り回り、電気が点
灯した瞬間にお客さまに喜んでいただいた一例を紹
介します。

〔状況〕
７月のある日、秋田県内では梅雨前線が停滞し、
早朝から激しい雨と雷により大荒れの天気となりま
した。当日は休日でしたが、私は悪天候による被害
拡大の可能性を心配して、激しい雷雨の中８時10分
頃事業所に出社しました。すると同様に考えた職員
や、出社要請を受けた職員が事業所に次々に参集し
始めていました。９時前頃から、心配したとおりに
電気事故受付センターからの出動要請件数が一気に
膨れ上がり、出動した職員で手分けをしてお客さま
対応に追われるようになりました。
そんな中、11時35分に、あるお客さまから事業場
全体が停電していると電気事故受付センターに電話
連絡がありました。受付内容から高圧設備事故の可
能性が高いと判断し、私ともう一人の職員２名で直
ちにお客さまへ向かいました。

〔調査〕
11時50分にお客さまに到着し、担当の方に状況を
確認したところ「今朝から何度か停電を繰り返し、
そのうち近くでドーン！と激しい落雷の音がした瞬
間に全体が停電した」とのお話でした。お話を伺っ
た瞬間「雷の直撃により高圧受電設備機器に甚大な
損傷が発生しているのではないか」と最悪の事態が
私の頭をよぎりました。激しい雷雨は続いています
が、さっそく同僚と二人で高圧受電設備の点検・調
査に入るとまもなく、屋外キュービクル内の「高圧
交流負荷開閉器」の電力ヒューズが溶断しているの
を発見しました。

〔原因〕
落雷による過電流の影響により溶断したものと思
われます。

〔復旧〕
変圧器やコンデンサなど他の機器も損傷している
可能性があるため、入念に点検・測定を行った結果、
他の機器には異常が無いことを確認しました。設備
被害は思ったよりも少なく、ヒューズの交換だけで
復電できる見通しが立ったことから、事業所に連絡
し同じ型のヒューズの予備品がないか確認したとこ
ろ、ちょうど在庫があったことからすぐに届けても
らい、13時40分に復旧しました。

〔お客さまの声〕
「保安協会から設備の状況を聞いて、今日中の復
旧は無理だとあきらめていたが、協会の予備品を手
配してこんなに早く復旧していただきありがとうご
ざいます」と感謝のお言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回のような自然災害により事故出動が集中する
事態は、数年に一度発生しますが、私たちはこれま
でに培ってきた豊富な経験と、日ごろからの出動体
制整備により、非常事態に対応できるように備えて
おります。これからも、早期復旧に向けた非常災害
訓練と体制整備に取組んでまいります。

電力ヒューズ（左・右２本溶断）

溶断表示箇所

高圧交流負荷開閉器

溶断表示箇所
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立入検査は、電気事業法第107条第３項の規定に基づき、自家用電気工作物を設置している者に対し実施す
るもので、その自主保安体制が十分機能していることを確認するため、技術基準への適合状況、保安規程の遵
守状況、主任技術者の選任状況及び保安の監督状況等を確認し、必要に応じ改善指示を行うことによって、自
家用電気工作物の保安の適正化を図り、もって、事故の未然防止並びに公害防止等に寄与することを目的とし
て実施します。

Ⅱ　立入検査の実施方法
１　立入検査対象事業場の選定基準
　検査の実施にあたって、次の①～⑦に該当する事業場から被検査対象を選定します。
①電気事故報告があった事業場
②技術基準適合命令を受けた事業場
③経年劣化のおそれがある事業場
④新技術を導入している事業場
⑤電気事故等が発生した場合に社会的影響が大きいと認められる事業場
⑥保安の確保が適切でないおそれがある事業場
⑦電気保安の実態の把握が必要と認められる事業場

２　立入検査の内容
　立入検査は、電気事業法の目的である公共の安全を確保するため、自家用電気工作物設置者の自主保安体
制が十分機能していることを確認するもので、これらの確認のため主に次の４項目について、書類及び電気
工作物の施設状況の検査を実施します。
①保安規程の遵守状況
②主任技術者の執務状況
③技術基準への適合状況
④その他電気事業法への遵守状況

Ⅲ　 立入検査結果の概要
１　立入検査結果の概要
　平成28年度は、全て外部委託の事業場で10箇所に立入検査を実施しました。
　選定理由は、電気事故報告があった事業場を１箇所（感電）、電気保安の実態を把握するための事業場を９
箇所選定しました（図１参照）。
　業種別の件数では、製造業（事業所・工場等）が３件、医療・福祉（病院・介護施設等）２件、宿泊業（ホ
テル等）が２件、卸売業・小売業（デパート等）１件、生活関連サービス業（冠婚葬祭業等）が１件、教育・

平成２８年度の自家用電気工作物（需要設備関係）に係る立入検査結果について
関東東北産業保安監督部　東北支部

Ⅰ　立入検査の目的
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学校支援（学校等）１件（図２参照）。県別では宮城県が４件、秋田県が１件、山形県が１件、福島県が１件
及び新潟県が３件でした（図３参照）。
　立入検査の結果、６事業場において法令違反等が認められ、検査項目別では保安規程の遵守状況と技術基
準の適合状況で遵守されていない事業場が散見されました。

２　項目別不備事項の概要
（1）主任技術者（電気管理技術者、保安業務従事者を含む以下同じ）の執務状況

電気事業法第43条において、自家用電気工作物を設置する者は、その電気工作物の工事、維持及び運用
に関する保安の監督をさせるため、主任技術者を選任することを定めています。また、同条第４項では、
主任技術者が自家用電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安の監督の職務を誠実に行わなければな
らないことを定めています。
立入検査を実施した事業場において、主任技術者の執務状況を確認したところ、外部委託に係る告示で

定める頻度で点検を実施していない事業場が確認されました。

図1　事業場選定基準

図2　業種別内訳 図3　県別内訳

全10箇所

製造業
3件

医療・福祉
2件

卸売業・
小売業
1件

生活関連
サービス
1件

教育・
学校支援
1件

宿泊業
2件

宮城県
4件

秋田県
1件

山形県
1件

福島県
1件

新潟県
3件

全10件 全10件

電気事故報告があった事業所
１件

電気保安の実態の把握が
必要と認められる事業場

９件
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特に外部委託の設置者においては、主任技術者に保安に係る業務を任せっきりにし、保安規程の内容を
把握していないところが見受けられます。

（2）保安規程の遵守状況
電気事業法第42条において、自家用電気工作物を設置する者は、その電気工作物の工事、維持及び運用

に関する保安を確保するため必要な事項について保安規程を定め、国に届け出るとともに、自家用電気工
作物を設置する者及びその従業者は、この保安規程を遵守しなければならないことを定めています。
立入検査を実施した事業場において、保安規程の遵守状況を確認したところ、６事業場において８件の

不遵守事項が確認されました（表１参照）。
特に従業者に対し、保安教育を実施していないところが10事業場中４事業場もあったことから、設置者

においては、計画的な保安教育の実施をお願いします。

表１　保安規程不遵守の内容

保安規程の不遵守事項 件数

保安組織 0件

－

保安教育 4件

従業者に対し、保安教育を実施していない 4件

巡視点検 3件

点検対象電気工作物が明確になっていない 1件

巡視、点検及び測定が規定のとおり実施されていない 1件

設備に合致した点検項目が定められていない 1件

運転又は操作 0件

－ −

記録・保存 1件

保安規程で定める設備台帳を作成していない。 1件

その他 0件

－ −

合　　　計 8件

（3）技術基準の適合状況
電気事業法第39条において、自家用電気工作物を設置する者は、その電気工作物を技術基準に適合する

よう維持しなければならないことを定めています。
立入検査において事業場の設備を確認したところ、４事業場において４件の指摘事項が確認されました

（表２参照）。

表２　電気工作物の指摘事項

指　摘　事　項 技術基準 解釈 件数

【受電設備】 4件

Ｂ種接地工事が不適切（管理値から外れている） 11条 17条 1件

高圧配電設備の出入口に取扱者以外の立入を禁止する旨の表示がない 23条 38条 2件

ケーブル工事が不適切（支点間の距離が超過等） 56条 164条 1件



11

（4）電気事業法遵守状況
平成28年度の電気事業法の不遵守が確認された事業場ついては、１件ありました。
内容は、巡視点検頻度について保安規程と実態が異なっているものです。これについては、保安規程の

変更届出が必要となります。
また、電気事業法等の届出に関して、昨年、ＰＣＢ含有電気工作物に関する手続きの様式等が一部変更

されております。特に使用中のＰＣＢ含有機器を以下により廃止した場合は、忘れず届出をするようお願
いします。
①既にＰＣＢ含有電気工作物設置等届出書を提出したものを廃止した場合
②新たにＰＣＢ含有電気工作物であることが判明し、直ちに当該電気工作物を廃止した場合
③ＰＣＢ含有電気工作物を使用している事業場を譲渡した場合
④使用中のＰＣＢ含有変圧器であって、課電洗浄を行い、ＰＣＢ含有濃度が0.3mg/kg以下となった場合

Ⅳ　総 括（まとめ）
電気事業法において、自家用電気工作物を設置する者に求められている保安は、「自主保安体制」の確立です。
この自主保安体制は、技術進歩や事業者の自主保安への認識の高まりなどの環境変化を背景に、これまでに幾
度かの電気事業法改正を行い国の直接関与を必要最小限とし、自主保安を基本とした保安規制へと移行が図ら
れてきたところです。
平成28年度の自家用電気工作物の立入検査を実施した結果、保安規程遵守状況については８件、技術基準に
ついては４件の指摘を行い、立入検査を実施した10事業場のうち６事業場において、何らかの法令違反等が確
認されました。実施したうちの６割の事業場において指摘事項が確認されるなど、電気工作物の保安に関する
制度や、責任・義務といった基本的な事項についての認識・理解が不十分である事業場が散見された結果とな
りました。
電気事故を発生させれば、自社においては生産活動等の停止に伴う金銭的損失はもちろんのこと、感電事故
においては死亡に至るケース、波及事故においては周辺の需要家を停電させてしまうなど、社会的に大きな影
響を引き起こしてしまいます。また、検査の中で経営コストの削減によって計画的な設備更新がなされていな
い事業場等も確認され、このような状況を放置すれば将来的に電気事故につながる可能性はますます高まると
考えられます。
是非、電気主任技術者は、保安の責任者として積極的に経営者等とコミュニケーションを図り、計画的に設
備改修するよう上層部に働きかけをお願いします。
また、設置者におかれましては、選任又は委託した担当者が確実に保安業務を担っているか等、点検等に立
会い設備の状況を確認し、必要に応じて計画的な設備更新を実施していただきたいと思います。
「電気の保安」は関係する皆さま方の一つ一つの実績の積み重ねで成り立っております。改めて電気保安の
大切さ、電気事故の怖さを認識していただき、電気保安行政へのご理解ご協力をいただけますようよろしくお
願いします。
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電気事故の概要について

１　電気事故の受付件数

本稿でいう電気事故とは、お客さま電気設備に何らかのトラブルが発生した件数※1で、平成19年度から平
成28年度まで過去10年のその受付状況については、図１のとおりです。
平成22年度からは、お客さまに安全・安心を提供するために低圧絶縁監視装置の取付けをより推進したこ
とから、③監視警報の受付がこの年度を境に増加しました。
図１の中で注目したいのは、①全停電（グラフの下部）の受付が平成20年度以降、毎年約800～1,100件と
毎年ほぼ横ばいで推移していることです。（平成27年度は629件と減少しています）

弊協会では、お客さまの電気設備の不意なトラブル発生に対して、24時間・365日緊急出動できる体制を整
えております。具体的には、お客さまから直接、停電や電気が使えないなどの連絡を受けて出動します。また、
お客さまの受電設備に弊協会が設置している低圧絶縁監視装置からの漏電に関する警報を受信（電話連絡方
式はお客さまからの連絡）し、お客さまに設備の異常内容を確認のうえ出動するなど必要な対応を行ってい
ます。
昨年の冬季号に引き続き、過去10年間のデータからその出動内容別の件数、そして出動の結果、電気機器
の損壊等が発見された事象の概要についてお知らせします。

図１　電気事故の受付件数の推移

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

年度

事
故
受
付
件
数
［件］

⑤その他④東北電力（株）から連絡③監視警報②低圧停電漏電①全停電

752 808 821 972 872 1,094※2 781 827

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

629

Ｈ２７

883

Ｈ２８

※１　�お客さまからの電気が使用できないとの連絡、監視装置からの警報、東北電力（株）からの停電情報など。（月次点検や年次点検等で発見された�
トラブルは除く。）

※２　平成24年度は、雷や着雪などによる事故が多発した年度であり全停電が1,000件超となっています。
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２　高圧事故

高圧事故とは、高圧機器のトラブルでお客さま設
備が全停電事故となったものをいい、図２のとおり
年間約1,000件発生しています。
お客さまからの緊急連絡で出動した結果、「全停
電」であったのは平成28年度で883件であり（図１）、
これに監視装置の警報や東北電力（株）からの連絡な
ど、実際に現地に出向いたら高圧事故であったとい
うもの（951件）と、波及事故（７件）を加えると
958件となります。これは、弊協会の全てのお客さ
ま軒数の1.76%となります。
お客さま設備の高圧事故が、どの程度の発生頻度
なのかをイメージしていただくため、図３に自動車
による交通事故と比較してみました。その結果は、
高圧事故の方が約３倍も高い発生割合となっていま
す。
高圧事故が一旦発生するとその復旧作業は難し
く、高圧機器が破損などしていると復旧に数日を要
することもあります。

３　引込施設の高圧事故

受電設備の中で、高圧気中開閉器、引込線、高圧
ケーブル等の引込施設は、状況によって波及事故に
つながるおそれがあります。
引込施設は、引込柱などの屋外に設置されている
もので、季節、気候などの影響を直接受けることに
なります。
図４に引込施設の事故発生部位の割合を示しま
す。この中では、“高圧気中開閉器”が22%、“地絡
継電器”が20%と全体の42％を占めています。
高圧気中開閉器（写真１）及び地絡継電器（写真
２）は、高圧回路の漏電事故発生時に連動して自動
的に電気を止め、周囲のお客さまへの停電拡散を防
止するものです。しかしこれらの機器は、長期の使
用により電子部品が劣化して故障を起こしたり、落
雷時には、異常電圧により電子部品が壊れることが
あります。

図２　高圧事故の推移

年度
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

高
圧
事
故
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数
［件］
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967
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1,332
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992
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1,098
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図４　引込施設の事故発生部位比較

※電気事故（緊急対応）の内、高圧事故の部位別割合（平成28年度）

高圧気中開閉器
22%

地絡継電器
20%

引込線
14%

支持物
6%

ケーブル等
21%

その他
17%

高圧電気設備の事故
（平成28年度）

自動車による交通事故
（平成28年）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0
［%］

1.76

0.6

（出典：平成28年警察白書）

図３　高圧電気設備の事故と自動車事故の発生割合

年間事故数 母集団
高圧電気設備の事故

（平成28年度） 958 54,223軒
（お客さま軒数）

自動車による交通事故
（平成28年） 499,201 8,220万件

（運転免許保有者数）
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また、高圧気中開閉器は、雨や雪そして太陽光等
の自然環境の中で塗装の劣化が進み、錆が発生し最
後には内部に水が浸入して事故に至る事例も少なく
ありません。さらに、内部の発錆により機能が果た
せない場合、東北電力（株）の配電線を止める波及事
故に繋がるおそれもあります。

４　高圧機器の適切な更新

受電設備で使用する高圧機器は、使用開始から一
定年数を経過すると故障率が極端に高くなってきま
す。
図５に設備経年数と故障発生率の関係を表します。
この図では、

（Ⅰ）初期故障期間
（Ⅱ）偶発故障期間
（Ⅲ）摩耗故障期間、経年劣化期間
の時間軸において、（Ⅲ）の期間における適切な
維持補修投資が必要であるとされています。
弊協会では、この（Ⅲ）の期間の前に予防保全の
対策を講ずることが適切として、一般社団法人日本
電機工業会が推奨する「汎用電気機器　更新のおす
すめ」や各メーカーの更新推奨時期を目安に更新推
奨しています。

５　最後に

高圧事故による全停電は、生産活動を全てストッ
プし、生産遅れに伴う補償、集中生産のための従業
員への残業代支払いなど、多額の費用発生が想定さ
れます。
不測の停電事故に備えて高圧機器の計画的な更新
を行い、高圧機器の健全性を適切に確保し事故の未
然防止をお願いします。

写真２　地絡継電器

図５　設備経年数と故障発生率の関係（通称：バスタブ曲線）

故
障
率

（Ⅱ）（Ⅰ）

通常のメンテナンス

時間

適切な維持補修投資が必要

（Ⅲ）

（Ⅰ）初期故障期間：施設・設備の不具合要因（設計ミス等）による故障が使用
の初期に顕在化する時期。

（Ⅱ）偶発故障期間：初期故障がおさまった後、故障率がほぼ一定となる期間。
（Ⅲ）摩耗故障期間、経年劣化期間：偶発故障期間に続き、故障率が漸次高くな

る期間、設備の摩耗、疲労などにより寿命が尽きることによる。設備寿命
を延ばすためには、この段階を迎える前に適切な維持補修が必要となる。

出典：Reliability Modeling and General Redundancy Techniques, 1978, Bill D. Carroll

（出典：経済産業省「産業事故調査結果の中間とりまとめ」H15.12.16）

写真１　高圧気中開閉器
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省エネ補助金について ～補助金活用による省エネをお考えのお客さまへ～

平成29年８月、経済産業省より平成30年度予算に係る「資源・エネルギー関係概算要求の概要」について
発表されました。このなかで「省エネルギー投資促進に向けた支援補助金（以下、補助金という。）」は昨年
を60.9億円上回る733.5億円の要求が出されました。この補助金は「工場・事業場、住宅、ビルにおける省エ
ネ関連投資を促進することにより、エネルギー消費効率の改善を促し、徹底した省エネを推進する」ことを
目的としています。
今回は、この補助金の事業の一つである「省エネルギー設備への入替支援」の概要についてご紹介します。

１　事業概要
事業概要は次のとおりです。

支援内容 支援対象 補助率※1

工場・事業場における省エネ効果の高い設備の導入のた
め、対象設備を限定しない工場・事業場単位や簡易な手
続きで申請可能な設備単位での支援を行う。また、複数
事業場が連携した取組みやエネルギー消費量が増加する
場合でも、生産性向上と省エネを両立するエネルギー消
費原単位が改善する取組みも支援する。

工場・事業場の省エネ取組み
（エネマネ事業者※2の活用による設備更新など効率
的・効果的な省エネ）

1/3～1/2省エネ効果の高い設備の入替
（高効率照明・高効率空調など）

エネルギー消費原単位※3での改善

出所：経済産業省ホームページ「平成30年度経済産業省概算要求のPR資料」

※１　�補助対象経費に対する補助率。補助対象となる経費は設計費、設備費、工事費があるが、支援対象により補助対象とならない場合がある。
※２　�エネルギーマネジメントシステムを導入し、エネルギーの見える化サービスをはじめとした、エネルギー管理支援サービスを通じて工場・事業場

等の省エネルギー事業を支援する者。
※３　エネルギー使用量を生産数量又は建物床面積その他エネルギー使用量と密接な関係を持つ値で除したもの。

２　事業の流れ
申請から事業完了に至るまでの流れは次のとおりです。（平成29年度の例）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

公募説明会の開催

公募期間

交付決定

事業期間

補助金には、今回ご紹介した「省エネルギー投資促進に向けた支援補助金」のほかにも補助対象、目的な
どに応じてさまざまなものがあります。最新の情報は資源エネルギー庁ホームページhttp://www.enecho.
meti.go.jp/appli/public_offer/にてご確認ください。

△ 8月下旬

5月上旬～下旬

5月下旬～６月下旬

交付決定日～1月末日
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波及事故を防止しましょう！

1  はじめに

波及事故とは、工場・ビルの電気設備の故障・損傷等の電気事故により、電力会社の変電所の継電器を
動作させ、配電線から供給されているすべてのお客さま（工場、病院、銀行、一般家庭など）が停電とな
る事故をいいます。（図１）
波及事故が発生すると自らが損失を被ることはもちろん、配電線を停電させると社会的に大きな影響を

もたらしかねません。高圧自家用電気工作物の設置者の方は、波及事故防止に努める必要があります。

2  波及事故防止対策のポイント

①保守不備対策
・�自家用電気設備の構内で発生した電気事故を
構内だけにとどめるため、必ず責任分界点（構
内第１柱）には地絡継電器付高圧交流気中開
閉器を取付けましょう。

・�古い設備においては劣化により事故発生時に
正常に動作せず、波及事故に至るおそれがあ
ります。使用状況や設置環境により劣化の状
況は変化しますが、機器の計画的な取替えを
お奨めします。

②自然災害・鳥獣対策
●雷害対策
・�雷による被害を防止・軽減するための機器
として避雷器の取付が有効です。さらに避雷器の効果を維持するためには接地抵抗の低減や定期的
な取替えも必要です。

●小動物侵入対策
・�電気室やキュービクルの穴や隙間からネズミやヘビなどの小動物が侵入し、充電部に触れることで
事故が発生することがあります。穴や隙間を見つけたときは、弊協会にご連絡をお願いいたします。

キュービクル内の高圧機器の銘板を確認中に感電負傷事故が発生しています。
キュービクルの扉を開ける時は、弊協会等の電気主任技術者に必ず連絡をお願いいたします。

【参考】主な機器の更新をお奨めする目安
機種 更新推奨期間

高圧交流負荷
開閉器

屋内用　　15年　または負荷電流開閉回数　200回
屋外用　　10年　または負荷電流開閉回数　200回
GR付開閉器の制御装置　10年

断路器 手動操作　20年　または操作回数　  1,000回
動力操作　20年　または操作回数　10,000回

避雷器 　　　　　15年
交流遮断器 　　　　　20年　または規定開閉回数
計器用変成器 　　　　　15年
保護継電器 　　　　　15年
高圧配電用変圧器 　　　　　20年
高圧進相コンデンサー 　　　　　15年
高圧限流ヒューズ 屋内用　　15年

屋外用　　10年
高圧CVケーブル※ 　　　　　25年

・�一般社団法人「日本電機工業会」発行の「汎用高圧機器の更新推奨時期
に関する調査」より抜粋（※を除く）

・高圧交流負荷開閉器には区分開閉器を含む

変電所の継電器が動作して、
配電線が停電だ！ 配電線

図１
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エリエールプロダクト株式会社さまは、「紙」というカテ
ゴリーからお客さまの生活に深く関わり、様 な々家庭用品
を生み出し、市場のニーズにすばやく応え続けるため、
常にその品質の向上を目指し、ネットワークを全国に広げ
て取組んでおられる企業です。
福島工場さまは、平成27年12月に東日本における生
産拠点として、いわき市南台にある山田インダストリアル
パークに新規工場を完成させました。生産から梱包まで
完全自動化され、最新鋭の設備で生産性を向上させ、
安定した製品を市場に供給されております。
「やさしく触れていいですか」をキャッチフレーズに、
現在、福島工場さまではベビー用品として赤ちゃんにとっ
て心地よい「GOO.N」、女性用品としてどんなときも自分
らしく快適に、そう願う女性の味方「elis」、大人用品と
して介護する人もされる人も笑顔になれる「アテント」を、
エリエールブランドとして、大王製紙ホーム＆パーソナル
ケア事業部の家庭用紙製品の開発・生産の一翼を担っ
ておられます。
福島工場さまには、稼動の初年度より、毎年電気安
全セミナーを実施させていただいており、今回は各部署
の現場責任者の方 に々受講していただきました。

セミナーの内容

講義では、資料「省エネ・経費削減のお手伝い」
を使用し、デマンドの仕組みや空調機、大型冷蔵・冷
凍庫の負荷自動制御システムに関する省エネ対策事例
など、現場での省エネ対策の実践について説明させて
いただきました。
質疑では、一般家庭（ご自宅）の契約電力や電気
料金の算出方法について質問いただきました。

セミナー受講後の感想

●�電気料金は基本料金（デマンド値）と使用量で算出
され、電気料金削減にはデマンド値を下げることが�
ポイントであることを理解した。
●�こまめな照明の入・切や蛍光灯・水銀灯のＬＥＤ化に
よる省エネ対策とトイレ使用後のフタを閉じることは家
庭でも実践できると思った。
●�空調設備の自動制御システムによる省エネ対策は大
いに興味があった。

などのご感想をいただきました。

いわき事業所
エリエールプロダクト株式会社福島工場さま

エリエールプロダクト株式会社福島工場さま

セミナー実施風景
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冬は電気コードの過熱に要注意 !!
冬場は、電気こたつやファンヒーターなどの電気機器の使用が増えることで、電気コードや延長コードの
出番も増えてきます。
しかし、それと同時に、ふだん何気なく使っているコンセントや電源プラグ、電気コードや延長コードも
間違った使い方で過熱や火災につながることもあります。
電気コードによる火災などの事故を予防するには、

❶ �コンセントやテーブルタップの電流限度を超えるタコ足配
線はしない。（※1）

❷ 電気コードの上に物を置かない。

❸ 扉やドアにはさんだり、家具など重い物の下敷きにしない。

❹ 差込プラグを抜く際は、コード部分を引っ張らない。

❺ コードは束ねたまま使わない。

❻ �ビニールコードは、ステップル（電線を固定するための釘
のある電材）で固定しない。

❼ �コンセントやテーブルタップには、水気のものをこぼした
り、ペットが排尿しないように注意する。

❽ �刃がグラグラしたり、曲がったり、壊れた電源プラグは使
用しない。

❾ 電源プラグの刃はしっかり差し込む。

� �湿気の多い所や家具の裏などにあるコンセントに差しっぱ
なしの電源プラグは、こまめに掃除をしてホコリや水気を
取り除く。

などの注意が必要です。
正しい使い方と電気設備のこまめなチェックで、電気は正
しく安全に使いましょう。

※１　タコ足配線とは？
　テーブルタップをたくさん使って差込口を増やし、多くの家電製品を同時
に使う状態のことです。
　コンセントは、一般的には15アンペア（1,500ワット）までとなっていま
す。消費電力が小さいものだけなら問題ありませんが、テーブルタップなど
に記された電気容量をお確かめのうえ、使用することが大切です。

プロテクタ
プロテクタ

しっかり
持って！
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平成29年８月22日、宮古市立亀
き

岳
がく

小学校さま
において「レモン電池実験」の出前授業を開催
しました。
亀岳小学校さまは、「本州最東端のまち」を

掲げる岩手県宮古市の北東に位置し、のどかな
田園風景が広がる自然豊かな場所にある、全校
生徒12名の学校です。校舎は木造で、木ならで
はの温かみが感じられます。
出前授業は、弊協会職員３名が講師として訪

問し、３年生と４年生の生徒５名と先生方２名
を対象に開催しました。
まず初めに、電池が発明された歴史について

クイズを交えながらの説明に、生徒さんたちは
積極的に手を挙げ興味津々に授業を受けていま
した。次に、実際にレモンを使った電池作りを
行いました。レモン電池は、半分に切ったレモ
ンに銅板と亜鉛板を差し込むだけで完成し、銅
板と亜鉛板が一般的な電池のプラス極とマイナ
ス極の役割を果たしています。完成したレモン
電池を電圧計で測定してもらうと、約0.9Vの電
圧が出力されていることが確認できました。ち
なみに一般的な乾電池は1.5Vです。また、レモ
ン電池にＬＥＤライトをつなぐと、部屋を暗く
することでＬＥＤライトが薄っすらと光るのが
見えました。電子オルゴールもつないでみると、
かすかに音が聞こえ驚いていました。
今度は、２個のレモン電池を直列に接続し、

電圧を測定してもらうと、先ほどの２倍の約

1.8Vの電圧が出力されていることが確認できま
した。そこにＬＥＤライトと電子オルゴールを
つないでみると、ＬＥＤライトは明るく光り、
電子オルゴールの音も大きく聞こえるようにな
りました。メロディもより鮮明に聞こえるよう
になり、曲名を当てようと生徒さんは楽しそう
に実験をしていました。
さらに「レモン電池を２個だけではなく、お
友達のレモン電池も一緒につないだらどうなる
かな」とヒントを出すと、電池を増やし直列に
接続することで、さらに大きな電圧が出力され
ることを理解してもらうことができました。
授業の終わりには、生徒さんの代表から「普
段お店で売っているレモンで電池が作れること
に驚きました」、「レモン以外の電池も作ってみ
たい」と感想とお礼の言葉をいただきました。
また、「今日の授業で電気のことが好きになり
ましたか？」と聞くと生徒全員が手を挙げ、子
供たちが電気に興味を持ってくれたことは、と
てもうれしく思いました。
最後に、「学校やお家で壊れた電気器具を見
つけたら、触らないで先生やお家の人、保安協
会に教えてください」とお願いをしました。こ
れからも出前授業を通じて、たくさんの子供た
ちが電気に興味を持っていただけるよう、電気
のおもしろさや安全使用について伝えていきた
いと思います。

小学校で「出前授業」を開催しました

宮古事業所

電池の歴史についてパワーポイントで説明 レモン電池を一生懸命作りました
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Q ○の中に言葉を入れてください。

〒982-0007  仙台市太白区あすと長町三丁目2番36号 一般財団法人東北電気保安協会　広報情報グループ 宛
FAX 022-748-1275

電気設備★前号Vol.271の
　正解は、 でした。

電気設備★前号Vol.271の
　正解は、 でした。

★前々号Vol.270の応募者総数は140名、
　正解者は139名でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

　郵便はがき又はFAXにて、答え、郵便番号、住所、氏名、さしつかえなければお勤め先をご記入のうえ、
下記宛にお送りください。正解者のなかから、抽選で20名さまにクオカードを贈呈いたします。なお、
当選の発表はクオカードの発送をもって代えさせていただきます。
※ご応募いただきましたお客さまの個人情報は、当選賞品の発送やご意見・ご質問への回答にのみ使用いたします。

●締切り日　平成30年３月31日消印有効
　皆さまのご応募をお待ちしております。（本誌又は協会に対するご意見、ご感想などもお寄せください）　

ヒント：弊協会のホームページ「個人のお客さま」「漏電ブレーカーが動作したら」をご覧ください。

原因を確かめないで◯◯に
することは危険です

　弊協会ホームページでは、下記の情報を提供しています。ぜひ、ご覧ください。

ホームページのご紹介

●調査業務
●漏電ブレーカーが動作したら
●災害時の安全ポイント

個人のお客さま

●高圧受電設備更新の目安
●電気事故の概要
●広報文例集

電気の安全情報

●保安管理業務
●試験・手続き指導・技術・受託検査・その他業務
●サポート

法人のお客さま

●�エネルギー監視サービスの提供の開始について
●ニセ調査員にご注意ください

その他新着情報など

“デマンドWeb
閲覧サービス”を
ご契約のお客さまは、
こちらからログイン
してください。
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◎新潟県上越市
■交 通 手 段／［電 車 利 用］北陸新幹線上越妙高駅からえちごトキめき鉄道妙高はねうまライン春日山駅より徒歩約5分
　　　　　　　　［自動車利用］北陸自動車道上越ICより約10分、上信越自動車道上越高田ICより約15分
■問い合わせ先／上越市観光振興課　☎025-526-5111　URL：http://www.city.joetsu.niigata.jp

（写真提供）上越市観光振興課

『歴史と文化に彩られた街・上越市』
（新潟県）

高田事業所

新潟県の南西部に位置する上越市は、人口約19万５千人（平成29年11月1日現在）で、昭和46年に高
田市と直江津市が合併して誕生し、平成17年には近隣13町村と合併しました。平成27年３月には、北
陸新幹線「上越妙高駅」が開業し、アクセスもさらに良くなり多くの方が訪れています。妙高山など
の山々や日本海に囲まれ、名所史跡など多くの観光地を有し、名産品も様々取り揃えています。また、
平成30年６月には新・上越市立水族博物館「うみがたり」が開館予定です。今回は、
上越忠義隊「けんけんず」に「上越市のここがすばらしい！」についてお伺いしました。

［日本三大夜桜　高田城百万人観桜会］
　高田城は、慶長19年（1614）、徳川家康の六男・
松平忠輝公により築城されました。築城は忠輝
公の妻・五

い
郎
ろ
八
は
姫の父、伊達政宗が指揮をとり、

わずか４カ月という短期間で、天守閣と石垣が
ないという特徴を持ちながらも見事な大城郭が
完成したといわれています。その城跡に造られ
た高田公園に、明治42年（1909）、在郷軍人会
が第13師団の入城を祝い、2,200本の桜を植樹
したのが観桜会の前身といわれています。その
後、大正15年（1926）に第１回の観桜会が開催
されました。桜はほとんどが「ソメイヨシノ」で、
高田公園やその周辺には約4,000本の桜が咲き
競い、約3,000個のぼんぼりに照らされ映える
その美しさは、上野恩賜公園、弘前城公園とと
もに日本三大夜桜の一つに数えられています。

［上杉謙信公ゆかりの地を巡る］
　領土的野心など欲によるものでなく義を重ん
じ戦を重ねたといわれる、戦国の名将としてそ
の名をとどろかせた上杉謙信公。市内には、名
城として名高い居城春日山城跡、幼少期に文武
の修行を積んだ林泉寺、山形県米沢市の上杉神
社より分霊され、謙信公を祭神に祀った春日山
神社、そして、春日山城周辺を再現した見ごた
えあるジオラマや鎧など、謙信公ゆかりの地め
ぐりでは外せない場所となっている上越市埋蔵

文化財センターなど、多くの見どころがあります。

［メイド・イン上越］
　清らかな雪が豊富に降る新潟県上越市。
　恵まれた気候と豊かな大地で育まれ、熟練の
技で磨かれた逸品の数々がここにはあります。
　そんな特産品がこの地で生まれた確かなもの
であることを、上越市では、オリジナル性、信
頼性、市場性、地域性の観点から厳しく審査し
て認証しています。
　上越市が全国に、そして世界の多くの人たち
に自信をもって発信したい特産品。それが「メ
イド・イン上越」ブランドです。

高田公園の観桜会

メイド・イン上越認証品

上越忠義隊　けんけんず

上杉謙信公銅像 春日山神社
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お客さま
対談 「日本製乳株式会社」 さま電気安全セミナーのご案内

無料で実施しております

お客さまが、正しい電気の取扱いを学び、職場の電気事故を防止するための職場内
講習会です。

協会職員がお客さまの事業所に出向いて、無料で実施いたします。
講習は、お客さまのご希望に沿ったテーマについて、テキストやDVD、パソコン等を
使用し実施いたします。
開催は平日のみですが、お時間はお昼休みも含めお客さまのご要望にお応えいたし
ますので、お気軽にお申し付けください。

電気安全に対する意識向上につながった
省エネルギーの大切さが理解できた
季節にあった設備の点検ポイントがわかった
電気室で作業するときは保安協会へ事前に連絡することが
重要だとわかった

電気安全セミナーとは

電気安全セミナーの内容は

★ 参加されたお客さまの声から

各種資料・DVD等を用意しております セミナー風景

電気安全セミナーのご案内
～無料で実施しております～
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お客さま
対談 「日本製乳株式会社」 さま

「後烏帽子岳から望む屏風岳」（宮城県）


